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辞 書 記 述 に見 る ドイ ツ語 非 分 離 前 綴er一の働 き

DieLeistungderdeutschenuntrennbarenVorsilbe,,er-",

mitHilfederBedeutungsangabenimW6rterbuch

大 島 浩 英
HirohideOSHIMA

1.序

ドイツ語の複合動詞には、その接頭辞が分離す る分離動詞、接頭辞が分離 しない非分離動

詞、 そ して意味の用法に応 じて分離 した りしなか ったりする分離 ・非分離動詞があるが、本

稿ではこれ らの複合動詞の うち非分離動詞を取 り上 げ、その前綴er一の もっ意 味変形作用、

文法的作用及 び前綴er一と他の前綴 との関係にっいて考察す る。

II.非 分 離 前 綴er一 の 意 味 内 容

ま ず は じ め に 、 非 分 離 前 綴er一 が も つ 意 味 内 容 に 関 し て は 一 般 的 に 次 の よ う な 記 述 が み ら

れ る 。

1.Duden-Grammatik1):DasAnstrebenbzw.ErreicheneinesZwecksod.einerWirkung

durchdieimGrundwortgenannteTatigkeit.[resultativ](S.424)

Fleischer2):...zurBezeichnungeinesErgebnisses,,durchdieimSymplexaus-

gedrUckteTatigkeiterreichen,erlangen.〔(S.332f.)

Paul3):Intr.Verbenwerdendadurchtrans.DabeidrUckter-aus,daBmanetwas

erreicht,zun且chstraumlich,dannaufGeistigesUbertragen,auchdaBman

etwasinseinenBesitzbringt。/_erfrieren,ersaufen,ertrinken,in

denendasResultatineinemZugrundegehenbesteht....Alseinebeson-

dereArtdesResultatesmuBdasZugrunderichtenhervorgehobenwerden.

(S.229)

こ こ で は 、 「基 礎 動 詞 の 行 為 を 通 じ て 得 る 、 到 達 す る(erarbeiten,erbitten)」 、 「基 礎 動 詞 の

行 為 に よ っ て 滅 び る 、 滅 ぼ す(erfrieren,erschlagen)」 と い う 共 に 結 果 を 示 すresultativの 意

味 内 容 が 述 べ ら れ て お り 、 特 に 前 者 はer一 の も っ 意 味 内 容 の う ち 最 も 代 表 的 な も の で あ る 。

2.Duden-Grammatik:AbleitungvontransitivenundintransitivenVerbenderZu-

standsanderungausAdjektiven.(S.424)

Fleischer:...zurBezeichnungdesUbergangsineinenanderenZustand .[inchoativユ

(S.332)
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KUhnhold(auf-u.er-)4):Basisadjektivmachen,werden.(S.328)

「(基 礎 形 容 詞 の 意 味 内 容 の 状 態 に)な る[Inchoativa]、 す る 。(erbleichen,erfrischen)」

3.Duden-Etymologie5):heraus,hervor.(S.159)

KUhnhold(auf-u.er-)(S.328),Kim6)(S.91):herausBV(=Basisverb).

Kim:etw.durchBVherstellen.(S.116)

「中 か ら 外 へ(ergieBen)」er一 は 、ur-(〈us-,uz-),ausと 同 根 の た めausと 類 似 し た 意 味

がer一 に は 認 め ら れ る 。

4.Duden-Grammatik:DasEinsetzendesimGrundverbgenanntenVorgangsod.

denEintritteinesZustands.(S.423)

Erben7)(S.72,74),Fleischer(S.332),KUhnhold8)(S.284),Kim(S.122),Brockhaus-Wahrig9):

Beginn.

「開 始(erblahen,erdr6hnen)」2.の 意 味 と 同 様er一 に はinchoativの 意 味 内 容 が 含 ま れ て

い る 。

5.Erben:ZurSignalisierungdervollstandigenDurchfUhrungbzw.desAbschlusses

einerHandlung.(S.74)

Kim:biszuEnde,vollstandig,ganzundgar,(S.117)

「完 全 に 、 最 後 ま で(行 為 の 遂 行 、 完 結)(erfUllen,er16schen)」

6.Duden-Grammatik:empor(S.424),K曲nhold(auf-u.er-):indieH6he(S.330),Paul:

dieVorstellungvoneinerBewegungausderTiefeindieH6he.(S.228)

「上 方 へ(errichten)」

7.Brockhaus-Wahrig:ErgebnisherbeifUhrend.「 結 果(erwarten)」

8.Ktihnhold:Ersatz,anStellevon(BV).(S.352)「 交 換(ersetzen)」

9.KUhnhold(aufu.er-):(BV),sodaBetw.offenist.(S.328)「 開 く(erschlieBen)」

10.Erben(S.72),KUhnhold(S.354ff.),Kim(S.121):Intensivierung.

「(基 礎 動 詞 の 意 味 を)強 調(erdulden)」

皿.er一 の意味 分類1.A類

非分離 前綴er一には前 章 で挙 げた よ うな意 味内容 が これ まで 一 般 的 に認 あ られ て きた の だ

が、 ここで は、 こ うい った意 味 が各 々の基礎 動詞 の意味 とどの よ うに関係 してい るのか、 そ

してそれ ぞれ の意 味 内容 がer動 詞全体 にお いて どの程度 の割 合 を 占 め るの か を調 べ て い く

こ とにす る。 この作業 を進 め る にあた って考 察 の対 象 とな った語 は、Duden:DasgroBe

W6rterbuchderdeutschenSprache(1976),Klappenbach:W6rterbuchderdeutschen

Gegenwartssprache(1961),Brockhaus-Wahrig:DeutschesW6rterbuch(1980)の 各辞 書 す

べ て に共通 して登録 され て い るer一動 詞265語 で、 語義 の総数 は414、 従 って 一 語 あた り平 均
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1・6個 の 意 味 を もっ こ と に な る。 さ て 本 稿 で はer一 の 意 味 内 容 を 、A、B、Cの3っ の 類 に 分 類

す る 。 ま ずA類 はer一の み の 意 味 を 基 礎 動 詞 の 意 味 か ら分 離 可 能 な も の 、B類 はer一動 詞 と そ の

基 礎 動 詞 と の 間 に 明 確 な 意 味 的 差 異 が 認 め られ な い も の 、C類 はer一 の 意 味 と 基 礎 動 詞 の 意 味

が 融 合 一 体 化 し、er一 の み の 意 味 を 分 離 抽 出 で き な い も の で あ る 。 各 語 義 に お い てer一 の 意 味

を 確 定 す る 際 に は 上 述 の 辞 書 に 加 え て 補 助 的 にDuden:DasBedeutungsw6rterbuch1・)、

Kempcke11)の 各 辞 書 を 用 い 、 こ れ ら の 辞 書 に お け る 意 味 記 述 を 基 準 と し てer一 の 意 味 分 類 を

行 っ た ・ 従 っ て 、 辞 書 の 訳 語 を も っ て こ れ をer一 の 意 味 と 見 な す 。 さ て こ の よ う に し て 分 類

し た 結 果 を 次 に 述 べ る こ と に す る 。 ま ずA類 に 属 す る と 考 え ら れ るer一 の 意 味 は252例 見 っ か

り全 体 の60.9%を 占 め 、er一 は 非 分 離 の 前 綴 で は あ る が 前 綴 と 基 礎 動 詞 の 意 味 と の 足 し算 で

語 全 体 の 意 味 を 理 解 し う る 前 綴 で あ る と 考 え ら れ る 。 そ して こ のA類 は さ ら に12の 意 味 的 な

グ ル ー プ に 下 位 区 分 が 可 能 で あ っ た 。 こ れ ら の グ ル ー プ の う ち 量 的 に 最 も大 き な 割 合 を 占 め

た グ ル ー プ は 「獲 得 、 到 達 」 を 表 す も の でA類 の 中 で34 .5%(87例)を 占 め 、 こ れ をGruppe1

(er-1)と す る 。 こ のGruppe1に は ま た 「認 識 す る(精 神 的 に 獲 得 す る)」 と い う 意 味 合 い を

も 含 め て 考 え る こ と が で き る た め 、 先 に 挙 げ た 「獲 得 、 到 達 」 をGruppe1 .1、 「認 識 」 を

Gruppe1.2と して 区 分 した 。 さ て こ こ でGruppe1に 対 す る 辞 書 の 訳 語 を 見 て み る と 次 の よ

う に な る:Gruppe1.1a:erwerben,1.1b:bekommen,1.1c:erreichen ,1.1d:erlangen,1.1e:

gewinnen,1・1f:erringen,1・19:erhalten,1.1h:sichverschaffen,1.1i:sichaneignen,1.1j:

gelangen.そ して こ れ ら の 訳 語 が 実 際er一 動 詞 の 意 味 記 述 の 中 で い か に 現 れ て く る の か を 以 下

に 示 す こ と に す る 。(略 語:Kl=Klappenbach,Du=Duden ,BW=Brockhaus-Wahrig,Ke=

Kempcke,Be=Bedeutungsw6rterbuch(Duden10),BV=Basisverb)

1.1a.erarbeiten:etw。durchArbeiterwerben(Kl
,Du),bekommen(Du),erreichen,er-

werben(BW)

1.1b.erpressen:etw.durchGewaltod.Drohungenvonjmdm .bekommen(K1,BW)

1.1c.erfliegen:etw.durchFliegenerreichen(Kl ,BW);fliegendbekommen,erlangen,

erreichen(Du)

erklettern:denh6chstenPunktvonetw .HohemdurchKletternerreichen(Kl)

1.1d,e.erspielen:etw.durchSpielengewinnen(Kl ,Du),erlangen(Du,BW)

1.1.f.erstreiten:streitenderringen,erkampfen(Du);durchKampferringen
,er-

kampfen(BW)

1.1g.erbetteln:durchBettelnerhalten(Du);durchBettelnzuerhaltensuchen(BW)

1.1h.erschwindeln:sichetw.durchGaunerei ,Betrugverschaffen(Kl);durch

Schwindeln,Betrugo.a.erlangen(Du)

1.1i.erlernen:sichetw.durchLernenaneignen(Kl ,BW),etw.lernen(Kl)

1.1j.erbohren:durchBohrenanBodenschatze
,Wassero.a.gelangen(Du,BW)
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次 に 「認 識 」 関 係 の 意 味 を も っGruppe1.2で は 以 下 の よ う な 記 述 が 見 ら れ る。

Gruppe1.2a:wahrnehmen,1.2b:erfassen,1.2c:erkennen,1.2d:erfahren,1.2e:kennenlernen,

1.2f:wahrnehmbarwerden

1.2a.erblicken:etw.,jmdn.mitdenAugenerfassen,wahrnehmen(Kl,Du)

ertasten:etw.tastendwahrnehmen(K1,BW);durchTastenwahrnehmen,erkennen(Du)

1.2b.ermessen:inseinemAusmaB,seinerBedeutungerfassenu.einsch翫zen;er-

fassen(BW)

1.2c.erforschen:genaukennenzulernensuchen(BW);etw.durchForschenerkennen(Ke)

1.2d,erfragen:durchFrageninErfahrungbringenod.zuerfahrensuchen(Du);

durchFragenerfahren(BW,Ke)od.zuerfahrensuchen(BW)

1.2e.erwandern:einGebiet(Kl)durchWandernkennenlernen(K1,Du,BW)

1.2f.erscheinen:sichtbar,wahrnehmbarwerden(K1,Du)

以 上 の よ う にGruppe1の 場 合 、 「基 礎 動 詞 の 行 為 を 通 じて(durchBV)、 基 礎 動 詞 の 行 為 を

行 っ て(現 在 分 詞)、 あ る も の を 得 る 、 認 識 す る(er-1)」 と い う 記 述 が な さ れ て お り 、 つ ま り

基 礎 動 詞 を 手 段 と してer-1の 結 果 と な る と い う 意 味 構 成 に な っ て い る 。 第 二 に 大 き な 割 合 を

占 め た グ ル ー プ は 「基 礎 形 容 詞(BA=Basisadlektiv)の 意 味 内 容 の 状 態 に な る 、 す る 」 と い

う 意 味 を も っGruppe2(er-2)で 、A類 全 体 の21.4%(54例)を 占 め て い る 。 こ の グ ル ー プ に 対

す る 辞 書 表 記 は 、2a:BAmachen,[BAsein(reflexiv)],2b:BAwerdenで 記 述 例 は 次 の よ う

に な る 。

2a.erhellen:etw.hellmachen(Kl,Du,BW)

erm6glichen:jmdm.etw.mOglichmachen(K1,Du,BW)

erkUhnen:sokUhnsein,(daBmanetw.tutod.sagt,waseinemeigentlichnicht

zusteht.)(Du)

2b.erblinden:blindwerden(Kl,Du,BW)/erkranken:krankwerden(Kl,Du,BW)

な お 、erkUhnenはerfrechen同 様 再 帰 用 法 し か な い た めBAmachen型 に 分 類 し た 。

次 のGruppe3(er-3)はer一 と 同 根 のausと の 置 換 を 試 み た も の で 、 そ の 出 現 頻 度 は13.1%(33

例)で あ っ た 。3a:heraus-,3b:aus-,3c:hinaus-,3d:hervor-,3e:herstellen,3f:entdecken,

3g:finden,3h:erfindenと い う 記 述 に お い て 、3a、3bは 同 一 の 基 礎 動 詞 に 対 し て 、 そ の 前 綴

部 分 の 置 き換 え が 可 能 で あ る こ と を 示 し た も の で あ る 。er一 はaus同 様 本 来 「中 か ら外 へ 」 と

い う意 味 を 表 し 、 そ の 意 味 と 類 似 す る と 考 え ら れ る 「生 産 」 「発 見(発 明)」 の 意 味 を も こ の

グ ル ー プ に 含 め た 。

3a.erbrechen:etw.(zusichGenommenesunverdautwieder)herausbrechen(Kl)

3b.erdenken:etw.ersinnen,ausdenken(KI,Du)/erw且hlen:auswahlen(KL,Du,BW)

errechnen:durchRechnenermitteln(BW),ausrechnen(K1,Du,BW)
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3c.erstrecken:verl且ngern,hinausschieben(Du,BW)

3d.erkUnsteln:etw.kUnstlichhervorbringen(Kl)

3e.erspinnen:KunstfaserndurchSpinndUsenherstellen(KI);(Kunstfasern)unter

VerbindungvonSpinndUsenherstellen(Du)

3f,g.erschUrfen:durchSchUrfenentdecken,finden(BW)

ersinnen:etw.durchNachsinnenfinden(Kl,Du),etw.ausdenken(Kl,BW)

3h.erlUgen:eineLUgeerfinden(Kl);erfindenu.alswahrausgeben(Du)

次 のGruppe4(er-4)は 「基 礎 動 詞 の 行 為 を 通 じて 死 ぬ 、 殺 す 」 と い う 意 味 合 い で あ る 。

こ の 意 味 が 全 体 に 対 し て 占 め る 割 合 は7.1%(18例)で あ り、 こ の グ ル ー プ か ら 出 現 頻 度 が10

%以 下 と な る。 辞 書 記 述:4a:sterben,4b:tOten

4a.erfrieren:durchUbermaBige(Du)Frosteinwirkungsterben(Kl,Du ,BW)

4b.erschlagen:lmdn.durcheinenSchlag[,Schlage(BW)]t6ten(Kl);totschlagen(Du)

次 の 意 味 グ ル ー プGruppe5(er-5)は 「開 始 」 を 表 す も の で あ る 。(6.7%,17例)辞 書 の 訳 語

で は5a:beginnen,5b:anfangen,5c:plOtzlichが こ れ に 対 応 す る も の と 考 え られ る が 、 こ の

う ち5a,5bのbeginnen、anfangenはinchoativ、5cのplOtzlichはingressivの 動 作 態 様 を そ れ

ぞ れ 基 礎 動 詞 の 意 味 に 付 加 し て い る も の と 思 わ れ る 。

5a.erblUhen:zubl廿henbeginnen,aufblUhen(Ke)

そ の 他 こ の 意 味 で はerglimmen,erglUhen,erleuchten,erschimmern;erdr6hnen,erklingenと

い っ た 、 視 覚 的 、 聴 覚 的 意 味 を 表 す 語 が 多 い 。

5b.erstrahlen:anfangenzustrahlen(BW)

5c.erzittern:pl6tzlich(u.heftig)zittern(Du);plOtzlichkurzzittern(BW)

さ て 、 残 り のGruppe6(er-6)～Gruppe12(er-12)は 全 体 に 対 し て 占 め る 割 合 が い ず れ も5%

以 下 の グ ル ー プ で 、 前 綴 の み の 意 味 を 分 離 し に く く、er一 の 意 味 を 特 徴 づ け る 上 で あ ま り 大

き な 影 響 を も た な い グ ル ー プ で あ る 。 以 下 に こ れ ら を 一 括 し て 挙 げ て お く こ と に す る 。

Gruppe6(er-6)「 完 成 、 完 全 に 」(4%,10例):6a:fertigstellen ,6b:vollstandig,ganzu.

gar,v611ig,6c:durchsetzen,6d:zuEnde

6a.erstellen:etw.fertigstellen,erarbeiten(Kl,BW)

6b.erfUllen:etw.fUlltetw.,meisteinenRaum ,vollstandigaus(Kl);ganzu.gar

(aus)fUllen(Du)

6c.erreichen:etw.durchsetzen(Kl,Du,BW);zustandebringen(Du)

6d.erledigen:eineAufgabe(Kl)zuEndefUhren(Kl ,Du)

GrupPe7(er-7)「 公 に 」(3.6%,9例):7a:offiziell,7b:amtlich,7c:6ffentlichkeit

7a.errichten:etw.offiziellgrUnden(K1);(offiziell)begrtinden(Du)
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7b.ergehen:etw.wirdamtlicherlassen(Kl,BW)/er6ffnen:amtlichOffnen(Du)

7c.erOffnen:derOffentlichkeitzuganglichmachen(BW)

Gruppe8(er-8)「 上 方 へ 」(2.4%,6例):8a:indieHOhe,8b:auf-(er一 と 置 換 可 能)

8a.erheben:indieH6heheben(Du,BW,Ke)8b.erziehen:(Pflanzen)aufziehen(Du,BW)

そ の 他 、errichten;aufrichten、erbauen=aufbauen(BW)な ど 。

Gruppe9(er-9)「 結 果 」(2%,5例):Ergebnis,Folge

9.ergeben:zumResultat,zurFolgehaben(Du);liefertetw.alsErgebnis(BW)

Gruppe10(er-10)「 交 換 」(2%,5例):・10a:ersetzen,10b:Ersatz

10a.erstatten:ersetzen(Du,BW,Be)10b.ersetzen:fUrlmdn.,etw.Ersatzschaffen(Du)

Gruupe11(er-11)「 と ら え る 」(2%,5例):ergreifen

11.erschaudern:voneinemSchauderergriffenwerden(K1,Du)そ の 他 、erschauern.

Gruppe12(er-12)「 開 く」(1.2%,3例):Offnen

12.erschlieBen:etw.6ffnen(Kl)(schlieBen「 閉 じる」→erschlieBen「 開 く」)

以 上 がer一に含 まれ る意 味 を分類 した結 果 とその割 合で あ る。 この結 果 をみ る と、er-1「 獲 得

(到 達)、 認識 」(34.5%)、er-2「(基 礎 形容詞 の意 味 内容 の状 態 に)な る、 す る」(21.4%)と い

う2っ の完了 的意 味 だ けで過半 数 が 占め られてお り、 これ らの意 味 が現代 ドイ ッ語 のer一を強

く特徴 づ け る もの と感 じられて い るのだが、 本来er一が も って いた意 味 は、「中か ら外 へ(her-

ausaus)」 とい う意 味で あ り、 これ に 「下 か ら上 へ(ausderTiefeindieHOhe)」 と い う

上方 へ の方 向 を表す意 味 が結 びつ いて いた。(Paul)従 ってer一はaus-,auf一 と のっ なが りが 強

いため、 「外 へ」、「上方 へ」 とい う意 味がer一のか な りの割合 を占め る と想像 され る と こ ろで

はあ るが、 本稿 の結 果で はそれぞ れ13.1%、2。4%と い う割 合 に な り本 源 的 な意 味 合 い は衰

退 し、本 来ge一が もって いた完 了化 の機能 がer一にお いて主 流 とな って い るこ とがわ か る。

2.B類(14.3%,59{列)

er一のみ の意 味 の分離 抽 出を試 みたA類 に対 してB類 はそれが不可 能 と思 われ る グル ープで、

この類 に含 まれ る語 には次 の4っ の タイ プが あ る。1基 礎 動詞 の意 味 を単 に 強調 す るだ け の

もの、2.er一動詞 とその基礎 動詞 の意 味 とが ほぼ同 じもの、3.基 礎 動詞 に意 味的 には作用せず、

他 動詞化 のみ を引 き起 こす もの、4.雅 語(gehobeneSprache)化 す るもので、 まず1の タイ プ

と してerfordernが 挙 げ られ る。

1.erfordern:etw.fordert,verlangtunbedingtetw.[BV:etw.vonjmdm.verlangen](Kl);
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verlangtjmdn.od.etw.unbedingt.[BV:verlangen](BW)

2はerfreuenやertragenの よ う な 語 で 、freuenとerfreuen、tragenとertragenと の 間 に 辞 書 記

述 上 意 味 的 差 異 が 認 め ら れ な い 。 も ち ろ ん 、er動 詞 と 基 礎 動 詞 そ れ ぞ れ の 意 味 領 域 が 完 全

に 重 な り合 う と い う こ と は 言 語 の 経 済 性 か ら考 え に く い た め 、 こ こ で は 重 な り合 う部 分 が 多

い も の と 解 釈 し て お く こ と に す る。

2.erfreuen:jmdm.Freudebereiten.[BV:etΨ.machtlmdn.froh,bereitetjmdm .Freude,

erfreutjmdn.](Kl);(Du)=(Kl)[BV:erfreuen,jmdm.Freudebereiten](Du)

tragen:etw.erdulden,ertragen(Kl);etw.ertragen(Du)

3のerhoffen、erstrebenは 前 置 詞 目 的 語 がer一 付 加 に よ り4格 目 的 語 に 変 化 して い る 。

3.erhoffen:aufetw.hoffen(Du,BW)/erstreben:nachetw .streben(Du,BW)

4の タ イ プ に はerretten(=retten(Du,BW,Ke)),ersterben(-sterben(Kl ,Du))な ど が あ り い

ず れ も雅 語 に な っ て い る が 、 こ れ と 類 似 してerbauen、erlesen、erl6schenな ど は 、 そ れ ぞ れ

aufbauen、auslesen、ausl6schenよ り も 上 品 で あ る と い う報 告 も な さ れ て い る 。12)最 後 の グ

ル ー フ℃ 類 に はer6rtern、erschwingen、erh6renな ど が あ り そ の 割 合24 .9%(103例)と か な り

大 き く、er一 非 分 離 動 詞 の 語 彙 化 が 進 ん で い る よ う に 思 わ れ る 。

IV.er一の他動詞化作用

基礎動詞 にer一が付加 されることによって他動詞化 され るとい う現象 にっ いて、 ここでは

この現象 をG1～G8に 分類 し他動詞化作用 の強 さを調べ ると以下 のよ うな結果が得 られた。

er一の 他 動 詞 化 作 用13)

基礎動詞 →er-+基 礎動 詞 例 %

G1 Intransitiv→Transitiv erblicken,erklettern 15.3%,26語

G2 基 礎 動 詞 な し →Transitiv erm6glichen,erstatten
■

20%,34語

G3 Intransitiv,Transitiv→Transitiv erfliegen,erschlieBen 52.9%,90語

G4 IntranSitiV→IntranSitiV,TranSitiV erstaunen 1.2%,2語

G ,5 Transitiv→Intransitiv,Transitiv erkennen 0.6%,1語

G6 Intransitiv,Transitiv→Intransitiv er16schen 6.5%,11語

G7 基 礎 動 詞 な し →Intransitiv erblinden 2.9%,5語

G8 Transitiv→Intransitiv err6ten 0.6%,1語

さ て 、er一 付 加 に よ っ て 文 法 的 に 変 化 し た 語 は170語 で 全 体 の64.2%を 占 め 、 そ の 内 訳 を 示 し

た の が 上 の 表 で あ る 。G1は 、"ausdemFenster ,nachderTUrblicken"と い う 自 動 詞 の

基 礎 動 詞blickenが4格 目 的 語+erblickenと 変 化 し、 あ る い は"aufdenBaumklettern"
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が"einenBaumerklettern"に な るとい ったよ うな強 い他動 詞化 現象 を表 し、 そ してG2は

m6glichやblindの よ うな形容詞 な どがerm6glichen,erblindenと いう他動詞 とな り、m6glichen、

blindenと い う形 で は用 い られ な い とい う こと を示 した もの で あ る。 これ に対 してG8は 、

r6ten「 赤 く歩 る、赤 く染 め る」 とい う他動詞 が、err6ten「 赤 くな る」 とい う自動詞 に変 化

した もの で、 っ ま りG1～G4は 他 動詞 化作 用、G5～G8は 自動詞 化作 用 と言 う ことが で き る。

そ して この結 果 を みてみ ると、G1～G4だ けで152語89.4%を 占め、er一の強 い他 動詞 化 傾 向

が見 て取 れ る。

V.er一 と他 の 前 綴 と の 関 係

最 後 に 、 非 分 離 前 綴er一 と そ の 他 の 主 要 な 前 綴aus-、ein・ 、ab-、auf-、an-、ver-、be一 と の

意 味 的 関 係 に つ い て 考 え て み る。 方 法 と して は、er一 の 基 礎 動 詞 に 対 し てer一 と 上 記 の 前 綴 を

そ れ ぞ れ 置 換 して い き 、 当 該 の 語 が 意 味 的 に 同 義 と な る か あ る い は 反 義 と な る か を 調 べ る と

い う も の で あ る 。 ま ずer一 とaus一 と の 関 係 に お い て 、denken,fUllen,wahlenと い っ た 基 礎 動 詞

にaus-,er一 を そ れ ぞ れ 付 加 す る と 、erdenken=ausdenken、erf魅11en;ausfUllen、erw註hlen=

auswahlenと い う よ う に ど の 語 も 同 義 語 と な り 、 そ の 際er-,aus一 共 に 「外 へ 」 と い う 意 味 を

基 礎 動 詞 に 付 与 して い た 。 こ れ に 対 してblUhen、klingen、t6nenの 場 合 、erblUhen「 開 花 す

る 」-ausbl"hen「 咲 き 終 わ る 」、erklingen「 鳴 り始 あ る 」 ← ・ausklingen「 鳴 り や む 」

と い う ふ う にer一 は 「開 始 」、aus一 は 「終 了 」 を 表 し こ こ で は 反 義 語 が 成 立 して い る。 こ う い っ

た 例 を 図 式 化 し て み る と 次 の よ う に な る 。

aus-:er-=aus-(denken,fUllen,wahlen);er-←>aus-(blahen,klingen,tOnen)

ein_:er-=ein-(fordern,handeln,holen,richten)

ab-:er-=ab-(mUden,pressen,sehen);er-← ・ab-(blUhen)

auf-:er-=auf-(glUhen,klingen,muntern,richten,schlieBen)

an-:er-;an-(bieten,streben,suchen)

ver-:er-=ver-(blassen,IOschen,saufen);er-←>ver-(blUhen,klingen,schlieBen)

be-:er-=be-(fragen,steigen,wandern,weisen)

こ の 図 で 、erpressen=abpressenは 「獲 得 」、ersehen=absehenは 「認 識 」 の 意 味 で 同 義 語

と な り 、erb1Uhenぐ →abblUhenはaus一 の 場 合 と 同 様 に 「開 始 」、 「終 了 」 の 意 味 で 対 立 し て

い る 。 次 にauf一 と の 関 係 を み て み る と 、glUhen,klingenに 関 し て は 「開 始 」 の 意 味 で 、richten

で は 「上 方 へ 」、 そ してschlieBenで は 「開 く」 と い う よ う に 多 岐 に わ た る 意 味 合 い で 同 義 語

が っ く ら れ て い る 。 ま た 、vergessenのver一 が 中 高 ドイ ッ 語 で はer一 で あ っ た よ う に よ く混 同

さ れ て き た 前 綴ver一 と は 、 形 容 詞 か ら動 詞 を 派 生 す る と い う機 能 に お い てer一 と の 共 通 点 が み

ら れ る 。 さ て こ こ で 以 上 の よ う な 他 の 前 綴 と の 置 換 可 能 語 数 を 挙 げ て み る 。
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置換可能語数

aUS一 ein一 ab. auf. an一 ver一 be一

同 義 語 21 4 23 26 11 13 4

反 義 語 5 0 1 0 0 4 0

この表 か らわか るよ うに、 意 味的 にer一に最 も接 近 して いる前 綴 はauf一で、次 いでab-、 そ し

てaus-、ver一 と続 き、 こ うい った順 でer一との意 味的 な類似 性 の強 さを認識 す る ことがで きる。

aus一は語源 的 にer一と同根 で あ り意味 的 な共 通点 を本 来 もって お り、 またauf一の意 味 も本源 的

にer一に含 まれて いた もので あ って、 これ らの前 綴 とのっ な が りが現 代 ドイ ツ語 にお いて も

er一の場合 まだ残 って い るといえ る。 また、er一とは語 源 的 なっ な が りを もた な いab.に お い て

も現代 語 で はer一との類 似性 が認 あ られ る ことは興 味深 い点 で あ ろ う。

語 に おけ る通 時的 な意味 の変遷 は言語 の常 で あ るが 、 こう した通 時 的 な関連 が共 時態 と し

て の現 代 ドイツ語 の前綴 に いか に反映 され て いるのか を考 え る ことは、 前綴 の働 きを説 明す

る上 で重 要 な こ とで あ ると思、う。

注

(1)Duden:GrammatikderdeutschenGegenwartssprache.4.Aufl.

Mannheim/Wien/ZUrich1984.

(2)Fleischer,Wolfgang:WortbildungderdeutschenGegenwartssprache.

4.,durchgeseheneAuflage.Leipzig1975.

(3)Paul,Hermann:DeutschesW◎rterbuch.9.,vollst.neubearb.Aufl.vonHelmutHenne

undGeorgObjartel.Ttibingen1992.

(4)KUhnhold,Ingeburg:UberdasVerhaltnisvonauf-under-.In:Germanistische

Studien,hg.v.J.Erbenu.E.Thurnher.Innsbruck1969 .S.327ff.

(5)Duden:Etymologie.2.Aufl.Mannheim/Wien/ZUrich1989.

(6)Kim,Gyung-Uk:ValenzundWortbildung.DargestelltamBeispielderverbalen

Prafixbildungmitbe㍉ent-,er-,miB-,ver-,zer-.WUrzburg1983.

(7)Erben,Johannes:EinfUhrungindiedeutscheWortbildungslehre.2.Aufl.

Berlin1983.

(8)KUhnhold,Ingeburg:DeutscheWortbildung.TypenundTendenzeninderGegen-

wartssprache.ErsterHauptteil:DasVerb.(Spracheder

Gegenwart29)DUsseldorf1973.

(9)Wahrig,Gerhard:Brockhaus-Wahrig,DeutschesW6rterbuch.Wiesbaden/Stuttgart
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1980ff.

(10)Duden:Bedeutungsw6rterbuch.2.Aufl.Mannheim/Wien/ZUrich1985・

(11)Kempcke,G伽ter:HandwOrterbuchderdeutschenGegenwartssprachein2Banden.

Berlin1984.

(12)J.undW.Grimm,DeutschesW6rterbuch.Leipzig1854-1960.Band3,S.694.

ま た こ の 指 摘 と は 逆 に 、ern紬renで は 基 礎 動 詞 船hrenが 雅 語 と い う 現 象 も 見 ら れ た 。

(13)こ の 考 察 で は 、 注(9)に 挙 げ たBrockhaus-Wahrigで の 自 動 詞 、 他 動 詞 の 表 記 に 従 っ て

分 類 を 行 っ た 。

上 記 以 外 の 参 考 文 献

Brinkmann,Hennig:DiedeutscheSprache.GestaltundLeistung.2.Aufl.

DUsseldorf1971.

BuBmann,Hadumod:LexikonderSprachwissenschaft.(Kr6nersTaschenausgabe;Bd.452)

Stuttgart1983.

Duden:DasgroBeW6rterbuchderdeutschenSprachein6Banden.Mannheim/Wien/

ZUrich1976-1981.

Klappenbach,R.,Steinitz,W.:W6rterbuchderdeutschenGegenwartssprache.

Berlin1961ff.

Kluge,Friedrich:EtymologischesW6rterbuchderdeutschenSprache.22.Auf1.vonE.

Seebold.Berlin1989.

追記

本稿 は、阪神 ドイツ文学会第139回 研究発表会(1991年11月)

論文 に書 き改めた ものである。

において口頭発表 した内容 を
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